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静
岡
県
富
士
市
松
野
地
区
は
、
富
士
山
の
裾
野
を

流
れ
る
富
士
川
の
右
岸
に
位
置
し
て
い
て
、
計
画
的

に
整
備
さ
れ
た
住
宅
団
地
や
集
落
地
及
び
農
用
地
、

森
林
で
構
成
さ
れ
、
緑
豊
か
な
住
居
地
域
で
あ
る
。

人
口
は
６
４
５
６
人
、
世
帯
数
は
２
８
６
５
世
帯（
令

和
７
年
４
月
１
日
現
在
）で
、
市
内
で
も
高
齢
化
率
が

高
い
地
区
で
あ
る
。

　

松
野
地
区
は
旧
富
士
川
町
域
に
あ
り
、
平
成
20
年

11
月
に
富
士
市
と
合
併
し
た
際
に
松
野
地
区
ま
ち
づ

く
り
推
進
会
議
が
発
足
し
、
夏
ま
つ
り
・
体
育
祭
・
文

化
祭
等
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
主
体
の
地
域
活
動
を
行
っ

て
き
た
。
平
成
26
年
度
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
会

議
か
ら
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
に
移
行
。
令
和
４
年
度
、

市
内
初
で
地
区
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

者
と
な
り
、
活
動
拠
点
と
な
る
松
野
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
の
運
営
を
は
じ
め
た
。
そ
の
際
、
住
民
の
生
活

実
態
と
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
、
従
来
の
イ
ベ
ン
ト

実
施
型
事
業
か
ら
、
課
題
解
決
型
事
業（
サ
ー
ビ
ス
提

供
型
活
動
）に
転
換
す
る
た
め
に
、
中
学
生
以
上
の
全

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
従

来
の
イ
ベ
ン
ト
実
施
型
事
業
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

く
、
真
の
意
味
で
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
事
業
を
展
開

す
る
た
め
に
活
用
し
た
。
現
在
は
、
新
規
事
業
を
複

数
展
開
す
る
ほ
か
、
既
存
の
事
業
を
住
民
ニ
ー
ズ
に
沿

う
形
で
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
運
営
を
目
指
し
、
一
般
社
団

法
人
の
認
可
を
受
け
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
っ
た
組
織
」

を
完
成
さ
せ
て
い
る
。

■
主
な
事
業
内
容

①【
買
い
物
弱
者
・
地
域
活
性
化
対
策
】

　
毎
月
第
３
日
曜
日
に
、
松
野
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

を
会
場
と
し
て
日
曜
朝
市
を
開
催
。
松
野
地
区
は
家

庭
菜
園
の
野
菜
を
畑
や
庭
先
で
無
人
販
売
し
て
い
る

毎月第3日曜に開催する朝市の購入者の様子
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住
民
が
多
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
世
帯
の
買
い
物
弱
者

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
た
め
日
曜
朝
市
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
毎
回
１
０
０
人
以
上
の
集
客
が
あ
る
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
食
堂（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
）を
同

時
開
催
し
て
い
る
。
対
象
者
を
広
く
、
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
と
し
た
こ
と
で
、
貧
困
対
策
の
ほ
か
、
単

身
高
齢
者
の
孤
食
の
問
題
、
食
品
ロ
ス
や
耕
作
放
棄

地
対
策
と
い
っ
た
複
数
の
地
域
課
題
解
決
に
つ
な
が

る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

②【
交
通
弱
者
対
策
】

　

在
住
者
を
対
象
に
、
公
共
交
通（
デ
マ
ン
ド
タ
ク

シ
ー
）の
料
金
を
地
区
で
一
部
負
担
。
負
担
分
の
原
資

は
、
地
区
の
会
費
か
ら
捻
出
す
る
の
で
は
な
く
、
ま
ち

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
等
に
ア
ル
ミ
缶
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
し
、
そ
の
売
り
上
げ
を
活
用
し
て
、
自
主
財
源

を
確
保
し
て
い
る
。
通
常
１
回
３
０
０
円
の
料
金
を
、

地
区
が
２
０
０
円
負
担
し
て
、
個
人
負
担
を
１
０
０

円
に
し
た
こ
と
で
、
利
用
者
が
５
倍
と
な
っ
た
。

③【
若
い
世
代
の
地
域
参
画
対
策
】

　

情
報
発
信
用
の
専
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ（Instagram

）や
Ｈ

Ｐ・公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
開
設
。
定
期
的
に
情
報
発
信
し
、

Instagram
 

は
１
５
０
０
人
以
上
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
を

獲
得
し
て
い
る
。
特
に
若
い
世
代
が
、
紙
の
回
覧
板

を
見
て
い
な
い
と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
、
広
報

の
デ
ジ
タ
ル
化
を
実
施
し
た
。

④【
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対
策
】

　
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
物
品
数
を
増
加
し
て
ほ

し
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
手
動
式
の
草
刈
機
や
、
祭

り
な
ど
で
使
用
す
る
簡
易
テ
ン
ト
な
ど
、
住
民
が
シ
ェ

ア
し
て
利
用
で
き
る
も
の
を
順
次
拡
大
し
て
い
る
。

波
及
効
果
や
活
動
の
広
が
り

　

日
曜
朝
市
に
は
毎
回
１
０
０
人
以
上
の
来
場
者

が
い
る
。
来
場
し
た
住
民
か
ら
の
提
案
で
、
日
曜
朝

朝市の準備風景子ども食堂の参加者の様子

【交通弱者対策】在住者を対象に、公共交通（デ
マンドタクシー）の料金を地区で一部負担

回覧板を見ない若い世代に、情報を届けるため、
広報のデジタル化
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市
で
売
れ
残
っ
た
食
材
を
使
用
し
た
子
ど
も
食
堂

（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
）を
開
設
し
た
と
こ
ろ
、
毎
回

１
０
０
人
以
上
の
参
加
が
あ
り
、
反
響
を
呼
ん
で
い

る
。
子
ど
も
食
堂
の
事
業
を
通
じ
て
、
子
育
て
世
代

と
接
点
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
、
子
ど
も
を
対
象
と
し
た
お
祭
り
の

開
催
要
望
が
き
た
。

　
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
事
業
へ
反
映
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
住
民
が
声
を
あ
げ
や
す
く
、
そ
れ
ら
の

住
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
す
く
い
上
げ
、
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
新
規
事
業
に
繋
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
住
民

自
身
が
地
域
の
こ
と
を「
自
分
ゴ
ト
化
」し
、
参
画
す
る

意
識
が
向
上
す
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

苦
労
・
工
夫
し
た
点

　

全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
、
住
民
か

ら
理
解
を
得
る
こ
と
に
大
変
苦
労
し
た
。
一
般
的
に
、

こ
の
よ
う
な
団
体
が
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
際
に

は
結
論
あ
り
き
に
な
り
が
ち
だ
が
、
住
民
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
基
に
事
業
内
容
を
一
新
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
既
存
の
事
業
を
心
待
ち
に
し

て
い
た
住
民
や
、
こ
れ
ま
で
運
営
し
て
い
た
役
員
か

ら
全
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
に
つ
い
て
理
解
を
得

る
こ
と
に
大
変
苦
慮
し
た
。
最
終
的
に
は
、
地
元
自

治
会
の
協
力
で
、５
１
６
９
人
、回
答
率
81・１
％
（
回

答
数
４
１
９
０
人
）と
い
う
高
回
答
率
で
ア
ン
ケ
ー
ト

を
回
収
で
き
た
。

　

工
夫
し
た
点
は
、
持
続
可
能
な
活
動
と
な
る
た
め

に
、
地
区
団
体
が
一
般
社
団
法
人
の
認
可
を
受
け
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
整
っ
た
組
織
を
完
成
さ
せ
て
い
る
こ

と
だ
。
一
般
的
に
１
～
２
年
で
役
員
が
交
代
す
る
上
、

今
後
さ
ら
な
る
高
齢
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
た
と
え

役
員
が
交
代
し
て
も
普
遍
的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
、

全
地
区
住
民
が
一
般
社
団
法
人
の
準
会
員
と
し
て
参

画
す
る
法
人
組
織
を
完
成
さ
せ
、
敢
え
て
よ
り
厳
し

い
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
中
で
地
域
を
運
営
し
て
い
る
。

今
後
の
展
開

　

松
野
地
区
か
ら
は
雄
大
な
富
士
山
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
、
市
内
唯
一
で
あ
る
公
立
の
小
中
一
貫
校
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
東
京
圏
か
ら
の
移
住
者
の
注
目
度

が
高
い
。
今
後
は
、
移
住
者
を
対
象
と
し
た
事
業
を

実
施
す
る
こ
と
で
、
人
口
増
加
や
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
担
い
手
及
び
関
係
人
口
の
獲
得
も
目
指
し
て
い
く
。

　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
は
決
し
て
珍
し
い
手
法
で
は
な

い
。
た
だ
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
こ
と
で
、

松
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
認
知
度
向
上
に
つ

な
が
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
住
民
か
ら
の
声
を

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
し
た
こ
と
で
、
住
民
と
の
信
頼

関
係
を
構
築
で
き
て
い
る
。

　
令
和
６
年
度
に
は
、「
お
ぐ
る
ま
夏
祭
り
運
営
委
員

会
」お
よ
び「
お
ぐ
る
ま
夏
祭
り
実
行
委
員
会
」の
組
織

を
設
置
し
た
。
住
民
か
ら
、「
子
ど
も
フ
ェ
ス（
仮
）」

開
催
の
要
望
が
あ
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
課
題

解
決
型
の
事
業
だ
け
で
な
く
、
住
民
が
楽
し
み
な
が

ら
交
流
で
き
る
場（
イ
ベ
ン
ト
）を
提
供
す
る
こ
と
の

重
要
性
も
感
じ
て
い
る
。

　
夏
祭
り
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
が
友
達
と
一
緒
に

参
加
し
て
楽
し
む
こ
と
に
加
え
、
地
域
住
民
が
一
堂
に

会
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
地
域
や
仲

間
の
つ
な
が
り
を
強
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
、

引
き
続
き
夏
祭
り
の
事
業
は
継
続
し
て
開
催
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、
イ
ベ
ン
ト
実
施
型

事
業
と
課
題
解
決
型
事
業
の
割
合
を
４
：
６
の
比
率

で
展
開
し
、
住
民
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
そ
の
バ
ラ

ン
ス
を
柔
軟
に
見
極
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

最
後
に
、
何
よ
り
も
の
松
野
地
区
の
魅
力
は「
人
」

で
あ
る
。
私
た
ち
住
民
に
よ
る
住
民
の
た
め
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
今
後
と
も
一
歩
一
歩
進
め
て

い
き
た
い
。

（
一
般
社
団
法
人　
松
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会　

代
表
理
事
・
会
長　
高
田 

貢
）

シェアリングサービス　最新式の使いや
すい草刈機や、簡易テントを管理・保管し
レンタル


